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ノ
イ
エ
ス
朝
日
〈
展
覧
会
〉
の
ご
案
内

一
九
五
七　

群
馬
県
に
生
ま
れ
る

一
九
七
六　

群
馬
県
立
渋
川
高
等
学
校
卒
業

一
九
八
四
～
二
〇
〇
二　

二
科
展

一
九
八
六　

多
摩
美
術
大
学
大
学
院
修
了

一
九
九
〇  

『
サ
ー
フ
'90
石
の
彫
刻
オ
ー
プ
ン
ア
ト
リ
エ
』
参
加
（
神
奈
川
県
真
鶴
町
）

一
九
九
二
～　

長
野
県
佐
久
大
理
石
彫
刻
家
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加

一
九
九
八　

 

那
須
野
が
原
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
大
田
原
'98

二
〇
〇
五
～
二
〇
一
八　

群
馬
県
展

二
〇
一
八　
「
井
田
淳
一
と
生
徒
た
ち
」
展
（
富
岡
市
立
美
術
博
物
館
）

二
〇
二
〇
～
二
〇
二
四　
「
可
視 

」
展
（
ノ
イ
エ
ス
朝
日
）

個
展　

日
本
橋
高
島
屋　

多
摩
市
ゆ
う
桜
ヶ
丘
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

調
布
市
プ
ラ
ザ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど

　

雨
が
た
く
さ
ん
降
っ
た
後
は
空
気
が
澄
ん
で
い
て
、
赤
城
山
も
榛
名
山
も
木
々
の

一
本
一
本
ま
で
が
見
え
る
よ
う
に
近
く
感
じ
る
時
が
あ
り
ま
す
。
風
も
心
地
よ
く
、

こ
ん
な
季
節
が
ず
っ
と
続
け
ば
い
い
な
…
と
い
う
の
も
つ
か
の
間
、
三
十
度
を
超
え

る
夏
日
に
な
っ
た
り
梅
雨
の
走
り
で
雨
が
続
い
た
り
と
、
な
か
な
か
安
定
し
た
天
候

に
は
な
り
ま
せ
ん
。
五
月
や
十
月
は
天
候
が
落
ち
着
い
て
い
る
と
い
っ
た
考
え
方
は

未
来
に
は
通
用
し
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
毎
年
猛
暑
と
突
然
の
豪
雨
の
日
々

が
続
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　

数
年
前
に
旧
大
胡
町
の
荻
窪
公
園
の
蛍
を
見
に
行
き
、
薄
暗
い
中
で
フ
ワ
ッ
と
光

る
蛍
が
幻
想
的
で
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
去
年
は
早
く
に
鑑
賞
時
期
が
終
わ
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
、
今
年
は
早
め
に
予
定
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
何

年
か
は
前
橋
公
園
で
も
蛍
が
再
び
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
新
聞
で
見
ま
し
た
。

今
年
も
す
で
に
前
橋
公
園
の
方
は
見
ご
ろ
を
迎
え
て
い
る
よ
う
で
、
し
ば
ら
く
ホ
タ

ル
観
賞
の
た
め
に
水
路
付
近
の
街
灯
を
消
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
う
い
え
ば
、
県

庁
の
展
望
ホ
ー
ル
か
ら
見
て
も
利
根
川
の
水
質
は
か
な
り
良
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
蛍
も
ま
ち
な
か
に
戻
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
、
少
し
は
環
境

が
良
く
な
っ
て
自
然
が
戻
っ
て
き
て
い
る
の
か
と
思
い
ま
す
。
人
知
れ
ず
ず
っ
と
森

林
や
河
川
や
畑
を
守
っ
て
き
て
い
る
人
々
の
長
年
の
努
力
の
お
か
げ
な
の
だ
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
思
い
や
願
い
を
若
い
世
代
が
自
然
と
続
け
て
い
け
る
よ
う
に
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
朝
の
新
聞
で
は
前
橋
刑
務
所
の
周
り
の
水
路
に
カ

ル
ガ
モ
の
親
子
が
滞
在
し
て
い
て
、
散
歩
す
る
人
な
ど
近
隣
の
人
を
和
ま
せ
て
い
る

と
か
。
近
く
に
住
む
私
と
し
て
は
、
見
に
行
っ
て
和
み
た
い
気
持
ち
と
、
そ
っ
と
生

活
さ
せ
て
あ
げ
た
い
気
持
ち
の
間
で
ゆ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
自
然
が
戻
り
つ
つ

あ
る
利
根
川
河
川
敷
で
は
タ
ヌ
キ
や
テ
ン
も
い
る
の
で
、
カ
ル
ガ
モ
の
子
ど
も
た
ち

が
襲
わ
れ
な
い
と
い
い
の
で
す
が
。

　

キ
ャ
ン
プ
な
ど
で
し
ば
ら
く
山
に
い
る
と
、
初
め
は
避
け
て
い
た
虫
な
ど
も
だ
ん

だ
ん
慣
れ
て
く
る
と
そ
れ
ほ
ど
目
障
り
で
は
な
く
な
り
ま
す
が
、
衛
生
的
な
問
題
も
あ
っ

て
虫
よ
け
を
使
っ
て
食
品
や
身
体
を
守
っ
た
り
し
ま
す
。
こ
ち
ら
が
お
邪
魔
し
て
い

る
場
所
な
の
に
申
し
訳
な
い
と
思
い
な
が
ら
も
、
虫
に
も
小
動
物
に
も
襲
わ
れ
な
い

よ
う
に
工
夫
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
さ
さ
や
か
な
数
日
で
も
自
然
と
人
間
の
共

存
の
難
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
一
昔
前
は
人
間
と
自
然
が
う
ま
く
共
存
し
て
い
た
里
山

な
ど
も
、
人
が
手
を
入
れ
ら
れ
な
く
な
っ
て
荒
れ
果
て
、
か
え
っ
て
外
来
種
の
植
物

や
害
獣
な
ど
の
住
処
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
場
所
も
増
え

て
い
る
よ
う
で
す
。
共
存
と
い
う
の
は
お
互
い
に
放
っ
て
お
い
て
存
在
す
る
の
で
は

な
く
て
、
面
倒
で
も
か
か
わ
り
あ
っ
て
働
き
か
け
な
が
ら
過
ご
し
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
の
だ
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

蛍
も
カ
ル
ガ
モ
親
子
も
、
見
た
い
け
れ
ど
守
り
た
い
…
…
。
ど
う
か
ず
っ
と
そ
ん

な
平
和
な
四
季
や
自
然
が
続
き
ま
す
よ
う
に
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
橋
本
）

上
野
村
の
竹
工
芸
作
家
三
人
展
　 

〈
企
画
〉

　
青
木
岳
男
　
石
井
淳
　
宮
川
弘
尚

六
月
八
日
（
土
）
～
十
六
日
（
日
）

午
前
十
時
～
午
後
五
時
（
最
終
日
は
午
後
四
時
終
了
）

青
木
岳
男

一
九
五
六
年  

多
野
郡
上
野
村
に
生
ま
れ
る

               

幼
時
よ
り
父
親
に
つ
い
て
竹
工
芸
を
学
ぶ

一
九
八
九
年  

群
馬
県
美
術
展
初
入
選  

以
後
連
続
入
選

一
九
九
二
年  

新
綜
工
芸
展
初
入
選      

以
後
連
続
入
選

一
九
九
九
年  

日
本
新
工
芸
展
入
選

二
〇
〇
〇
年  

モ
ナ
コ
公
国
主
催
日
本
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
招
待
出
展 

二
〇
一
八
年  

群
馬
県
ふ
る
さ
と
伝
統
工
芸
士
に
認
定
さ
れ
る                         

賞
歴　

A
M

S
C

ス
ペ
イ
ン
芸
術
賞
・
芸
術
公
論
《
昇
陽
賞
》
他
多
数

現
在　

群
馬
県
美
術
会
及
び
群
馬
県
工
芸
美
術
会
会
員 

       
群
馬
県
ふ
る
さ
と
伝
統
工
芸
会
会
員

       

群
馬
県
作
家
協
会
会
員

石
井
淳

一
九
五
八
年
群
馬
県
上
野
村
生
ま
れ

二
十
六
歳
か
ら
大
分
県
別
府
市
や
臼
杵
市
で
竹
工
芸
の
修
業

二
〇
〇
〇
年
に
田
舎
に
帰
り
、
竹
籠
作
り
を
始
め
る

現
在 

前
橋
市
や
高
崎
市
で
竹
細
工
教
室
開
催

宮
川
弘
尚

一
九
四
六
年　

北
海
道
小
樽
市
生
ま
れ

一
九
七
六
年　

第
十
九
回
新
協
展
に
初
出
品
会
友
に
推
挙

一
九
七
九
年　

同
会
員
、
一
九
九
九
年
委
員
、
受
賞
多
数

一
九
九
〇
年　

夏
の
漣
展
に
於
い
て
埼
玉
県
知
事
賞
受
賞

一
九
九
一
年　

夏
の
漣
展
に
於
い
て
大
日
本
現
代
美
術
家
連
盟
賞
受
賞

二
〇
〇
一
年　

神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
よ
り
群
馬
県
上
野
村
へ
移
住

二
〇
〇
七
年　

三
十
年
間
在
籍
し
た
新
協
美
術
会
を
退
会

個
展
・
二
人
展

吉
祥
寺
東
急
、
仙
台
藤
崎
、
町
田
東
急
、
茅
ヶ
崎
ワ
ラ
シ
ナ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

横
浜
松
坂
屋
、
枚
方
近
鉄
、
横
浜
元
町
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
元
町　

他
多
数

S
ton

e W
orks

　
　
　
　
　 

〈
企
画
〉

 

小
淵
俊
夫
彫
刻
展

六
月
二
十
二
日
（
土
）
～
三
十
日
（
日
）

午
前
十
時
～
午
後
五
時

　

群
馬
県
最
南
西
部
に
位
置
す
る
上
野
村
は
、
９５
パ
ー
セ
ン
ト
が
森
林

で
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
群
馬
の
秘
境
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

樹
齢
三
百
年
を
超
え
る
木
々
を
有
す
る
原
生
林
、
そ
の
自
然
に
囲
ま

れ
た
環
境
の
中
で
生
み
出
さ
れ
る
作
品
は
、
ま
さ
に
自
然
と
と
も
に
共

存
し
て
き
た
職
人
の
魂
と
も
い
え
る
も
の
で
す
。
伝
統
的
な
技
術
と
挑

戦
的
な
新
し
い
技
術
、
そ
し
て
何
よ
り
も
地
元
の
素
材
を
生
か
し
て
作

り
だ
さ
れ
る
作
品
は
、
使
う
人
に
感
動
と
愛
着
を
も
た
ら
す
こ
と
で
し

ょ
う
。
今
回
は
、
上
野
村
の
竹
工
芸
作
家
三
人
に
よ
る
作
品
の
展
示
販

売
を
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
溢
れ
る
作
品
を
手
に
と
っ
て
、

生
活
の
な
か
で
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

第
10
回
　
石
川
薫
記
念
地
域
文
化
賞
受
賞
者
特
別
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
財
団
法
人　

群
馬
地
域
文
化
振
興
会

　

一
般
財
団
法
人　

群
馬
地
域
文
化
振
興
会
（
会
長　

茂
原
璋
男
）
で
は
、
石
川
薫
記

念
地
域
文
化
賞
の
受
賞
者
に
よ
る
特
別
講
座
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
受
賞
者

か
ら
直
接
そ
の
研
究
の
成
果
を
う
か
が
う
も
の
で
、
学
術
情
報
の
公
開
と
普
及
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
賞
は
、
群
馬
県
の
地
域
文
化
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
故
石
川
薫
翁
の
遺

徳
を
偲
び
、
研
究
者
の
顕
彰
と
奨
励
を
目
的
に
平
成
五
年
度
か
ら
始
め
ら
れ
、
こ
れ
ま

で
に
特
別
功
労
賞
、
功
労
賞
、
研
究
賞
、
奨
励
賞
が
贈
呈
さ
れ
て
い
ま
す
。
十
回
目
と

し
て
左
記
の
内
容
で
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

演
題　
　

歴
史
民
俗
資
料
に
み
る
「
三
河
万
歳
」
の
足
跡

　
　
　
　
　

―
―
近
世
～
近
現
代
の
群
馬
県
内
を
中
心
に
―
―

講
師　
　

岡
田　

昭
二　

氏　
（
第
七
回
奨
励
賞
受
賞
者
）

　
　
　
　
　
　

元
・
群
馬
県
立
文
書
館
長

　

日
時　
　

令
和
六
年
六
月
十
九
日
（
水
）
午
後
一
時
三
十
分
～

　

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日

　

費
用　
　

参
加
費 

五
０
０
円
（
資
料
代
）
＊
定
員
は
四
十
名
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

申
込　
　

事
前
申
込　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

☎
０
２
７
ー
２
５
５
ー
３
４
３
４

 

　
　

5
月
24
日
（
金
）
～
6
月
2
日
（
日
）　

午
前
10
時
～
午
後
5
時

 

　
　

6
月
7
日
（
金
）
～
6
月
16
日
（
日
）　

午
前
10
時
～
午
後
5
時

 

　

※
チ
ラ
シ
は
、
ノ
イ
エ
ス
受
付
に
あ
り
ま
す
。

群
馬
で
の
三
十
八
年
ぶ
り
の
個
展
で
す
。
な
ん
の
ポ
リ
シ
ー
も
な
く
、

脈
絡
も
な
く
、
た
だ
ひ
た
す
ら
創
っ
て
き
ま
し
た
。
作
品
名
を
付
け
ま

せ
ん
の
で
、
見
る
人
の
思
う
よ
う
、
感
じ
る
よ
う
鑑
賞
し
て
い
た
だ
け

た
ら
嬉
し
い
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

小
淵
俊
夫




